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はじめに 

 

 私たちが今生きている社会は、急速な少子高齢化による人口減少が進展し、大きな転換期を迎え

ています。また、「ＩｏＴ（モノのインターネット）」や「ＡＩ（人工知能）」といったＩＣＴ技術が

登場し、すでに私たちの生活になくてはならない存在となっています。これら技術の進歩により、従

来なら人が行っていた作業も、正確に物事を処理するロボットなどに置き換わり、今後さらに効率

化された社会が到来するであろうと考えられます。さらにグローバル社会も発展し、多様な人々が

社会的・経済的に国や国境を越えて自由に行き来し交流する社会が、今後もより広がっていくこと

が予想されます。 

そうした社会の急激な変化の中、これからの時代を担う子どもたちには、ＩＣＴ技術を活用し、正

確に物事を処理するだけではなく、ＡＩには難しいとされる読解力・コミュニケーション能力や、グ

ローバル社会で活躍するための力が求められており、その育成に、子どもの頃からの読書習慣が役

立つことがわかってきました。 

「第４次枚方市子ども読書活動推進計画」では、同第３次計画の成果と課題を踏まえ、これからの

時代を担う子どもたちがグローバル社会で生き抜いていくために必要な「生きる力」が、読書活動を

通じて育めることを理解し意識して、子どもの発達段階や生活の場（家庭・学校・地域等）に応じた、

新たな読書活動のあり方や具体的な取り組みについてまとめるものです。 

 また、時代状況に対応するためのコロナ禍以降の新しい生活様式に対応した子ども読書活動の展

開や、令和元年（2019 年）６月に「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（以下、読

書バリアフリー法）が施行されたことも踏まえた多様な読書のバリアフリー事業のさらなる推進、

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みの推進について、その具体的な推進方策をお示ししま

す。 

 最後になりましたが、「第４次枚方市子ども読書活動推進計画」の策定にあたり、読書アンケート

やパブリックコメントにご協力いただいた市民の皆様および関係者の方々に厚くお礼を申し上げま

す。 

令和４年（2022 年）●月 

枚 方 市 
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１．計画の位置づけ・計画期間・対象 

（１）計画の位置づけ 

    本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項に基づくとともに、関連

法令、国・大阪府の子ども読書の推進に関する計画、市政の基本方針を示す「枚方市総合計

画」、「枚方市教育大綱」「枚方市教育振興基本計画」、第２期枚方市子ども・子育て支援事業計

画、枚方市立図書館第４次グランドビジョンほか、市・教育委員会の関連計画を踏まえて策定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

   平成 29 年度にスタートした第３次枚方市子ども読書活動推進計画が、令和３年度末に計画期

間が終期を迎えることから、第４次枚方市子ども読書活動推進計画は、令和４年度から令和８

年度までの５年間を対象とする中期的な計画とします。 

 

（３）計画の対象 

   子どもの読書活動の推進に関する法律第２条に基づき、「おおむね 18 歳以下」の子どもを本

計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和４年度から令和８年度） 

第４次枚方市子ども読書活動推進計画 

子どもの読書活動の推進に関する法律・図書

館法・読書バリアフリー法等 

第５次枚方市総合計画・枚方市教育大綱・

枚方市教育振興基本計画 

第２期枚方市子ども・子育て支援事業計

画、枚方市立図書館第４次グランドビジョ

ンほか、市・教育委員会の関連計画 

（国）第四次子供の読書活動の推進に関する

基本的な計画 

（大阪府）大阪府子ども読書活動推進計画 
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２．国・大阪府の動向 

（１）国の動向 

①子どもの読書活動の推進に関する法律 

     平成 13 年（2001 年）に「子どもの読書活動の推進に関する法律」（以下「推進法」という。）

が公布・施行されました。第２条では、子どもの読書活動について、「子ども（おおむね 18歳

以下のものをいう。以下同じ。）が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの」と明

記され、子どもの読書活動に関する基本理念が定められました。 

また、第３条・第４条では、国及び地方公共団体には、すべての子どもがあらゆる機会とあ

らゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境整

備を推進するよう求められています。 

 

  ②第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画 

     国は、上記の法律に基づき、おおむね５年間の施策の基本的方針と具体的な方策を示した

「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定・公表しています。 

     第３次基本計画実施期間中には、中学生までの読書習慣の形成が不十分であること、高校

生の読書関心度合いの低下、スマートフォンの普及等による子どもの読書環境への影響の３

点が課題となりました。それを受けて平成 30 年（2018 年）４月には第四次基本計画が策定

され、「読書習慣の形成に向けて、発達段階に応じた取組を推進すること」、「友人同士で本を

薦め合うなど、読書への関心を高める取組を充実させること」、「情報環境の変化が子供の読

書環境に与える影響に関する実態把握・分析をすること」の３点が改正のポイントとして示

されました。 

 

（２）大阪府の動向 

    大阪府では、推進法第９条第１項に規定の「都道府県子ども読書活動推進計画」に基づき、

「大阪府子ども読書活動推進計画」を策定し、府における子どもの読書活動に関する基本方

針と重点的な施策を示しています。 

    令和３年（2021 年）３月には、「ことばを知り」「本にひかれ」「本に出合い」「本に親しみ」

「本に学ぶ」を取組の柱として、発達段階ごとの特徴や生活の場（家庭・学校・地域等）にお

いて、読書環境整備のための具体的な方策に取り組むことを示した「第４次大阪府子ども読

書活動推進計画」を策定しました。 
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３．本市におけるこれまでの子ども読書活動の取り組み 

（１）これまでの枚方市子ども読書活動推進計画における主な取り組み 

    本市のこれまでの子ども読書活動推進に関する取り組みについては、平成 18 年（2006 年）

に「枚方市子ども読書活動推進計画」を策定し、枚方市版ブックスタートやふれあいルーム等

を新たに実施し、主に乳幼児の読書活動を推進しました。平成 24 年（2012 年）６月に策定し

た「第２次枚方市子ども読書活動推進計画」では、学校図書館整備を精力的に推進し、学齢

期、とりわけヤングアダルト層の読書活動を中心に取り組みを進めました。そして、従来の取

り組みを継承しながら、すべての子どもがあらゆる機会と場所において自主的に読書活動を

行うことができる環境の整備を一層推進することを目的に、平成 29年（2017 年）３月「第３

次枚方市子ども読書活動推進計画」（以下、「第３次計画」という。）を策定しました。 

第３次計画では、「すべての子どもたちに読書の楽しみを」の考え方に基づき、経済格差や

障害の有無にかかわらず、乳幼児期から学齢期、ヤングアダルト（注１）期に至る各発達段階

の読書活動や、障害等のある子どもの読書活動の推進、市民との協働や職員の人材育成などを

主な取り組みとして、子ども読書活動を推進してきました。 

 （注１）ヤングアダルト：中学生・高校生を中心とした 10 代の人 

 

（２）第３次枚方市子ども読書活動推進計画の評価指標並びに成果と課題 

①第３次枚方市子ども読書活動推進計画で設定した評価指標とその成果 

第３次計画では、以下の通り目標及び評価指標を設定し、取り組みを進めた結果、評価指

標である不読率（注２）については以下の状況でした。 

   ａ．第３次計画の評価指標 

      生きる力を育むために読書は非常に有効な手段であり、すべての子どもと読書の楽し

みを分かちあうことをめざします。特に学齢期からヤングアダルト期においては、月に

１冊以上本を読むことを目標とします。評価指標として不読率を掲げ、不読率をゼロに

近づけることをめざします。 

      （注２）不読率：１ヶ月に１冊も本を読まない人の全体に占める比率。 

 

   ｂ．取り組みの成果（本市における「1日のうち、読書を全くしない子どもの変化」） 

 1 日のうち、読書を全くしない子どもの比率（注３） 
小学６年生 中学３年生 

平成 28 年度 

（第３次計画策定時） 

全国 ２０．６％ ３７．２％ 

枚方市 ２４．６％ ４２．０％ 

令和元年度 

（第３次計画３年目） 

全国 １８．７％ ３４．８％ 

枚方市 １９．９％ ４０．９％ 

（全国学力・学習状況調査 －児童・生徒質問紙調査より－［枚方市教育委員会］） 
      （注３）1日のうち、読書を全くしない子どもの比率：厳密には不読率ではないが、継続的に全国調査を行

っており、今後の数値との比較も可能なため、上記指標を取り組みの成果の指標として採用した。 
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②第３次枚方市子ども読書活動推進計画の成果と課題 

設定した課題 １．読書をとおして生きる力を育成 
施策 主な成果 第４次に向けた課題 

(1)はじめての本と

の出会い 

～乳幼児期の読書

活動推進～ 

①児童書の充実（平成29年～令和２年度合計） 

第３次体系番号１－（１）－① 

 ＊中央図書館 

  ・購入冊数：65,827 冊 

  ・投入金額：89,323 千円 

＊さらなる児童書（電子

書籍を含む）の充実 

②各種行事等の実施 

第３次体系番号１－（１）－④～⑥、⑧～⑪ 

 ＊おはなし会（０・１・２歳児対象、幼

児対象） 

 ＊読書への導入関連行事 

  ・ひらかた絵本まつり 

  ・枚方版ブックスタート 

  ・母子保健事業における読書活動推

進 

  ・ふれあいルーム 

  ・乳幼児期や幼児期の読書に係る講

演会・講座 

③その他 
第３次体系番号１－（１）－⑬ 
 ＊ブックリストの作成配布 

＊乳幼児期向けの児童

書（電子書籍を含む）

のさらなる充実 

＊プレママ・プレパパ

（注４）を含む保護者

に対する読み聞かせ

の重要性の周知及び

読み聞かせ講座等の

開催 

＊乳幼児期のこどもの

図書館利用の促進 
（注４）プレママ・プレパパ：

出産を控えた妊婦とその

夫を指す 

(2)豊かな心と考え

る力を育む 

～学齢期からヤン

グアダルト期の

読書活動推進～ 

①児童書の充実（平成29年～令和２年度合計） 

第３次体系番号１－（２）－① 
 ＊学校図書館（小学校・中学校合計） 

  ・購入冊数：121,151 冊 

  ・投入金額：221,195 千円 

②学校司書配置 
第３次体系番号１－（２）－③ 
 ＊平成30年度に19中学校区（平成29年

度までは10中学校区）への学校司書

配置 

 ＊令和３年度新たに12小学校への学校

司書配置（司書６名で２校ずつ担当） 

③学校図書館機能の充実 
第３次体系番号１－（２）－④、⑥、⑨ 
 ＊調べ学習用・読書支援用図書の中央

図書館から学校図書館への団体貸出 

 ＊学校図書館を活用した授業の実施 

④その他学校での取組 
第３次体系番号１－（２）－⑧、⑩、⑫ 
 ＊朝の読書活動の実施 

 ＊学校でのおはなし会の実施 

 ＊中学校でのビブリオバトル（知的書

評合戦）の実施 

 

 

＊学齢期・ヤングアダル

ト期向けの児童書

（電子書籍を含む）

のさらなる充実 

＊学校司書の効果的な

配置をはじめとした

学校図書館機能のさ

らなる充実 

＊保護者への子ども読

書の重要性の周知 

＊中高生の図書館利用

の促進 
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設定した課題 １．読書をとおして生きる力を育成（続き） 

施策 主な成果 第４次に向けた課題 

 

⑤その他の取組 
第３次体系番号１－（２）－⑪、⑬～⑰ 

 ＊施設でのおはなし会等の実施 

 ＊「こどもの読書週間」に合わせた行事

の実施 

＊読書への動機づけになる行事の実施 

  ・こころをつたえよう！朗読大会 

  ・中学生の調べ学習コンクール 

  ・中学生のビブリオバトル 

 ＊図書館だより・おすすめ本リストの

発行 

 ＊私立小中学校や公私立高等学校への

団体貸出 

＊各種行事等の充実 

 

設定した課題 
２．読書のバリアフリー 
 ～すべての子どもたちに読書の楽しみを～ 

施策 主な成果 第４次に向けた課題 

(1)障害等のある子

どものためのア

プローチ 

①多様な形態の図書館資料の充実 
第３次体系番号２－（１）－① 
（大活字資料、デイジー（注５）、点字、

手話・字幕付ＤＶＤ（注６）、マンガ） 
（注５）デイジー：デイジー（ＤＡＩＳＹ）はDig

ital Accessible Information Systemの略

で、視覚障害者や活字を読むのが難しい人の

ためのカセットテープに代わるデジタル録音

図書 

（注６）字幕付ＤＶＤ：聴覚障害者に配慮した、字

幕や手話の付いたＤＶＤ 
②バリアフリー行事 
第３次体系番号２－（１）－②、⑥ 

＊手話で楽しむおはなし会 

＊世界のバリアフリー絵本展 

＊言葉をつかわないコミュニケーショ

ン・ワークショップ 

③その他 
第３次体系番号２－（１）－③、⑤ 
 ＊病院への配本 

 ＊障害児福祉サービス事業所や支援学

級への貸出 

＊多様な形態の図書館

資料のさらなる充実 

＊障害のある子ども、日

本語以外の言語を母

語とする子どもの図

書館利用の促進 

＊団体貸出の充実等に

よる、図書館が利用

しにくい子どもの読

書環境の整備 

(2)特別なニーズが

ある子どものた

めのアプローチ 

①地域でのおはなし会 
第３次体系番号２－（２）－③ 
 ＊留守家庭児童会室でのおはなし会 

②多言語対応 
第３次体系番号２－（２）－④、⑤ 

 ＊多言語絵本等の整備 

 ＊多言語で楽しむおはなし会の開催 
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設定した課題 ３．子どもに本を届けるための推進体制 

施策 主な成果 第４次に向けた課題 

(1)市民との協働 

①子どもに本を届ける事業 
第３次体系番号３－（１）－① 
 ＊子どもに本を届ける基金 

 ＊図書館蔵書としなかった寄贈図書の

売却益による児童書購入 

②読書ボランティアの育成 
第３次体系番号３－（１）－②、⑤～⑦ 
 ＊読み聞かせ・ストーリーテリングに

関する講座の開催 

 ＊読書ボランティアによるおはなし会

の開催（図書館等の協働開催を含む） 

 ＊おはなし会用の図書館資料の団体貸

出 

＊地域・学校等での読書

ボランティアによる

読み聞かせ・ストー

リーテリング等の充

実 

(2)職員の人材育成 

①各種子ども読書活動推進関連の研修の

実施 
第３次体系番号３－（２）－①、②、④ 

 ＊学校司書への「読み聞かせ」「ブック

トーク」「ストーリーテリング」「ビ

ブリオバトル」等に係る研修の実施 

 ＊「中高生を対象とした選書」に係る研

修の実施 

 ＊学校図書館の活用・運営等に係る司

書教諭・学校司書研修 

＊保育士・教員・放課後

児童支援員等に対す

る子ども読書と子ど

もの成長に係る情報

提供 

各施策の具体的な成果については､別紙「第３次枚方市子ども読書活動推進計画進捗状況表」

（平成 29～令和２年度実績)をご覧ください。 

 

 ③枚方市立図書館第４次グランドビジョンにおける子ども読書活動に係る運営方針 

    本市では、市立図書館運営に係る中・長期的な運営の方向性を明らかにするため、「枚方市

立図書館グランドビジョン」を策定し、同ビジョンに基づき魅力的で効果的・効率的な事業展

開を行っています。令和３年（2021 年）３月には、「一人ひとりの学びを支え、人と人、まち

と未来をつなぐ図書館」をめざす「枚方市立図書館第４次グランドビジョン」（以下「第４次

グランドビジョン」という。）を策定しました。 

第４次グランドビジョンで示した子ども読書活動推進に係る運営方針は、「子ども読書活動

の推進に取り組む図書館」で、子どもたちが心身ともに健やかな成長がとげられるよう、乳幼

児期からヤングアダルト期（中高生を中心とする 10 代）までの成長や年代に応じた読書習慣

の定着につなげるため、関係機関等とも連携しながら、保護者への子どもの読書に関する情報

提供や学校図書館へのさらなる支援を行うことを明らかにしました。 

    第４次グランドビジョンでは、この運営方針を具体化するための施策の方向性として、以

下の４点を示しており、第４次枚方市子ども読書活動推進計画については、これらを踏まえ

て策定します。 
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ａ．家庭における乳幼児期からの子どもの読書活動推進 

ｂ．児童生徒の読書習慣の定着に向けた学校図書館へのさらなる支援 

ｃ．子どもの読書活動および学習活動の発表の場の提供 

ｄ．子どもの読書活動推進ボランティアの育成・支援 
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４．現代の子どもをめぐる社会状況と求められる能力の変化 

（１）社会状況の変化 

ＩｏＴ（モノのインターネット）などのＩＣＴ技術の発展や、グローバル化のさらなる広が

りに代表されるように、現代社会は急激に変化しています。 

特にＩＣＴ技術は、すばやく正確に物事を処理することはもちろん、言語の理解や推論、問

題解決などの知的行動の一部を人工的に再現することができるＡＩ（人工知能）が登場するな

ど、日々進歩し続けています。 

また、昨今の在留外国人が増加傾向にあること、国籍の多様化傾向にもみられるように、多

様な人々が社会的・経済的に国や国境を越えて自由に行き来し交流するグローバル社会の進

展も、大きな社会状況の変化と考えられます。 

 

（２）これからの時代を担う子どもに求められる能力 

    こうした社会に生きている、そしてその未来を担っていく子どもたちは、学力や知識・技能

だけではない、ＡＩには苦手分野とされる読解力やコミュニケーション能力などを身につけ

るとともに、グローバル社会で活躍するために必要な、協調性や主体性、問題解決能力や探

求心、自己管理能力や共感性などの能力の育成が求められています。 

これらの能力概念は、従来型の能力（学力）に対して、これまで測定対象とならず認知され

てこなかった「新しい能力」として注目されています。ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が実施

するＰＩＳＡ調査（生徒の学習到達度学力到達度調査）は、これまでに獲得した知識・技術を

「活用する能力」に重点が置かれた代表的な調査であり、我が国においても、文部科学省、内

閣府、経済産業省、厚生労働省、日本経営者団体連盟等が、それぞれの観点で定義を行ってい

ます。 

この「新しい能力」は「非認知能力」と称され、「『非認知能力』の概念に関する考察」（平

成 30 年（2018 年）３月 日本生涯学習総合研究所）では、日本国内の各機関が提唱する「非

認知能力」の定義を考察し直し、それぞれが要求する能力の要素の定義と関連性を体系化、各

発達段階において習得が要求される「非認知能力」の要素を概観できる概念図の作成を試みて

います（別冊「参考資料」P1【注７】）。 

現在、文部科学省が中心となり、国を挙げて子どもたちが身に着けるよう働きかけている

「生きる力」は、学力とともに「非認知能力」も含めた概念で、その育成においては、学校だ

けでなく、家庭や地域（保育所や図書館、子ども関連の行政機関、地域で活躍するボランティ

ア等）が協働して、育成に努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

（「生きる力」について） 

1996 年に文部省（現在の文部科学省）の中央教育審議会が諮問「21 世紀を展望した我が国の教育の在り

方について」に対する第１次答申の中で、これからの子どもたちには、変化の激しい社会の中であっても、

「自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能

力」や「自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性」、「た

くましく生きるための健康や体力」が必要であり、こうした資質や能力を「生きる力」と称し、これらをバ

ランスよく育んでいくことが重要としました。 

 令和２年度（2020 年度）に改訂された「学習指導要領」では、「生きる力」を育むために「学んだことを

人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性」、「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」、

そして「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」の３つの柱を目標として掲げています。 
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５．読書が育む子どもの能力と求められる読書環境 

（１）読書により育まれる能力 

   ここでは、子どものころからの読書により育まれる能力について、先行調査や報告を元に明

らかにしていきます。以下で取り上げる調査・報告等の詳細は、別冊「参考資料」をご覧くださ

い。 

①子どもの読書活動と学力及び学力以外の能力との関連 

ベネッセ教育総合研究所の調査（平成 19 年（2007 年）によると、本をよく読む子どもは国

語と算数の学力が高く、読書と学力に関連があることがわかりました（別冊「参考資料」P1【注８】）。 

同様に、「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に

影響を与える要因分析に関する調査研究」（国立大学法人お茶の水女子大学 平成 26 年（2014

年））によると、保護者が「子どもに本や新聞を読むようにすすめている」「子どもと読んだ本

の感想を話し合ったりしている」「子どもが小さいころ、絵本の読み聞かせをした」家庭の子

どもは、国語と算数（数学）の学力が高いことが示されています（別冊「参考資料」P2【注９】）。 

また、成人の読書活動の実態や現在の意識・能力、さらには、子ども（特に中高校生）の読

書活動の実態や現在の意識・能力を把握するため実施された、「子どもの読書活動の実態とそ

の影響・効果に関する調査研究」報告書（独立行政法人国立青少年教育振興機構 平成 25 年

（2013 年））では、子どもの頃に読書活動が多い成人ほど、「未来志向」、「社会性」、「自己肯

定」、「意欲・関心」、「文化的作法・教養」、「市民性」のすべてにおいて、現在の意識・能力が

高いと報告されています（別冊「参考資料」P3【注 10】）。 

  「子どもの読書活動の推進等に関する調査研究」報告書（株式会社浜銀総合研究所 平成 29

年（2017 年））によると、ふだん学校のある日の１日あたりの読書時間と児童・生徒の意識・

行動等に関する指標との関連について、特に小学生では広く正の関連性が見られ、高校生で

も「論理的思考」などで本を読む生徒のほうが指標の得点が高くなっていることが報告され

ています（別冊「参考資料」P5【注 11】）。 
 

②子ども読書と読解力 

  ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）による国際的な生徒（15歳児を対象）の学習到達度調査で

あるＰＩＳＡ2018 では、日本の生徒は「読書は、大好きな趣味の一つだ」と答える割合がＯ

ＥＣＤ平均より高く、読書を肯定的にとらえる傾向があります。さらに、こうした生徒ほど、

読解力の得点が高い傾向があると報告されています（別冊「参考資料」P6【注 12】）。 

  この調査結果では、日本は、数学的リテラシー及び科学的リテラシーは調査開始以降安定的

に世界トップレベルを維持していますが、読解力の自由記述形式の問題において、自分の考え

を他者に伝わるように根拠を示して説明することに引き続き課題があるとされました。 

 

（２）読書する子どもの育成のために求められる環境 

   子どもたちが読書に親しむことができる環境について、子どもの生活に密接にかかわる「家

庭」「地域」「学校」の３つの環境に焦点をあて、それぞれどのような読書環境が求められてい

るのかについてお示しします。その根拠となる参考調査・報告等の詳細は、別冊「参考資料」

をご覧ください。 

①家庭内の読書環境の充実 

 「親と子の読書活動等に関する調査研究」報告書（日本経済研究所 平成 16 年度（2004 年
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度））では、保護者が本好きで、多く本を読むほど、子どもも本が好きになる傾向が示されて

います（別冊「参考資料」P7【注 13-1】）。 

  また、「家庭内に本をたくさん置く」「図書館に連れていく」を実施している家庭では、実

施していない家庭と比べ、子どもが本好きである比率が５ポイント以上高い（別冊「参考資料」

P7【注 13-2】）ことや、読み聞かせをしている期間が長いほど、子どもが１か月間に読む本の冊

数が多いことも明らかにされています（別冊「参考資料」P8【注 13-3】）。 

  このように、家庭においては、家庭内に本がたくさんあり、本好きな保護者の下で、長期

間にわたり、読み聞かせをしてもらったり、頻繁に図書館に連れて行ってもらえる家庭環境

が求められています。 

 

②地域における読書環境の充実 

   乳幼児の育成に携わる地域の保育所や幼稚園等における子ども読書活動推進の取り組みは、

家庭内での子どもの読書習慣や保護者による子どもへの読み聞かせ習慣を最初に育む時期で

あることを踏まえた、丁寧な取り組みが求められています。また、留守家庭児童会室におけ

る小学生向けのおはなし会なども、子どもの読書習慣の育成に寄与するものとして、実施が

求められています。 

  また、行政サービスだけでは手が届かない、きめ細やかな各地域でのおはなし会などの実

施については、読書ボランティアが担っているため、本市全体の子どもの読書環境のさらな

る充実の観点から、読書ボランティアの活動は重要であり、今後もその育成を継続的に行っ

ていくことが求められています。 

 

③学校の読書環境の充実 

  「子どもの読書活動の推進等に関する調査研究」報告書（株式会社浜銀総合研究所 平成 29

年（2017 年））では、教職員に対する読書に関する研修を行っている学校のほうが、小学生・

中学生・高校生とも不読率が低くなっています（別冊「参考資料」P9【注 14-1】）。 

  また、学校司書の配置、学校図書館の充実、読書週間等に校内でイベントやコンクールを実

施する、一斉読書の時間を多く確保することで、子どもの読書量が増えていることも合わせ

て読み取ることができます（別冊「参考資料」P10～12【注 14-2】【注 14-3】【注 14-4】【注 14-5】）。 

  このように、学校においては、学校司書の配置を含む充実した学校図書館の環境を整備し、

読書週間イベントの実施や一斉読書の時間を多く確保するなど、ソフト・ハード両面での読

書に係る取り組みが求められています。 

 

④図書館の読書環境の充実 

  地域の図書館には、豊富な児童書と子どもの読書活動に精通した専門的なスタッフという

子どもの読書活動を推進できる多くの資源があり、読書する子どもの育成において地域の図

書館が担うことが可能な役割は大きく、図書館単体として子ども向けのサービスを実施する

だけでなく、家庭や学校における読書環境の充実に向けた支援や読書ボランティアの育成な

ど、子ども読書活動推進全体の中心的な役割を担うことが求められています。このように図

書館が求められる役割は多岐にわたり、子ども読書活動推進全体に関わることから、本来図

書館は地域の中の施設ですが、本計画においては、個別に読書環境の充実策について検討し

ます。 
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（３）読書に関するめざす姿と発達段階ごとの特徴 

    以下は「第４次大阪府子ども読書活動推進計画」（大阪府教育委員会 令和３年３月）中の

「発達段階ごとの特徴と取組の柱」を再構成したものですが、本市においても以下を踏まえ

た子ども読書活動の推進が求められています。 

 

めざす姿 乳幼児期 小学生 中学生 高校生 

・
文
字
や
こ
と
ば
を
知
る 

・
こ
と
ば
を
聞
き
取
る 

・生後４か月頃からまわ

りの大人の読み聞かせ

を通して、少しずつ様々

なことばを知ることが

できます。そして、もの・

場面・絵を結びつけてい

きます。 

・低学年では、本の読み聞

かせを聞くだけでなく、

語彙の量が増え一人で本

を読むことができるよう

になりはじめます。 

・中学年になると、更に語

彙の量が増え、推測しな

がら文意をつかむことが

できます。 

・多読の傾向は減少し、共

感したり感動したりでき

る本を選んで読むように

なります。 

・自己の将来について考え

始めるようになり、読書

を将来に役立てようとす

るようになります。 

・読書の目的、資料の種類

に応じて、適切に読むこ

とができる水準に達し、

知的興味に応じ、一層幅

広く、多様な読書ができ

るようになります。 

・
本
で
物
語
を
楽
し
み
た
い 

・
本
で
何
か
を
知
り
た
い
、 

調
べ
た
い 

・子どもと触れ合いなが

ら絵本で読み聞かせを

することにより、絵本に

興味を示すようになり

ます。 

・４歳頃から、文字に興味

を示すこと等により、自

分で本を読もうとする

ようになります。 

・友達や家族、学校の先生

など身近な人からの影響

が大きく、身近な人に勧

められた本に興味を持ち

ます。 

・アニメや漫画の原作や関

連の本にも興味を示すよ

うになります。 

・大人との関係よりも、友

人関係に自ら強い意味を

見出す時期であるため、

友達から紹介された本

や、ドラマや映画の原作

や関連の本に興味を示す

ようになります。 

・中学生の時期より、イン

ターネットやメディア

などの影響を受けやす

くなり、SNS や、インタ

ーネットで気になった

本に興味を示すように

なります。 

・自分が好きな作家の本に

興味を示すようになり

ます。 

・
楽
し
い
本
と
出
合
う 

・
新
た
な
発
見
が
で
き
る 

本
と
出
合
う 

・まわりの大人が、子ども

の反応を見ながら、読書

環境を提供することに

より、子どもが楽しいと

思う本と出合うことが

できます。 

・子どもの身近なものや

食べる・寝るといった動

作などの本に興味を示

すようになります。 

・生活の身近な場所である

家や、学校・地域の図書館

で本を選ぶ傾向にありま

す。 

・行動範囲が広くなり、本

屋で、本を選ぶ傾向があ

る一方で、図書館で本を

選ぶことが少なくなる傾

向があります。 

・中学生の時期より更に行

動範囲が広がり、中学生

の時期と同様に本屋で

本を選ぶ傾向にありま

す。 

・インターネットを利用し

て、本を探したり、選ん

だりすることもありま

す。 

・
読
書
を
身
近
に
捉
え
る 

・
自
ら
好
き
な
時
に
自
由 

に
本
を
読
む 

・子どもが手の届く場所

に本がある読書環境の

中で、子どもは、自分が

読みたい本について、ま

わりの大人に読み聞か

せをせがんだり、自分で

繰り返し読もうとしま

す。 

・自ら沢山の本を読むよう

になっていきますが、中

学年になると、個々の状

況により読書活動に差が

でてくる場合がありま

す。 

・子ども一人一人の読む力

に応じて読書量や読書の

種類に変化が生じます。 

・中学生の時期では、部活動や塾など、高校生の時期

になると、部活動や塾に加えてアルバイトなどによ

り、読書をする時間がないという傾向が顕著に現れ

はじめ、読書から離れる子どもが多くなります。 

・読書活動を継続している子どもは、学校の休み時間

を使って本を読んだり、自分が読みたいときに、スキ

マ時間を使って本を読んだりします。 

・
本
の
内
容
を
読
み
と
る 

・
必
要
な
情
報
を
活
用
す
る 

・絵本の絵で想像力を育

てたり、読み聞かせで聞

いたことばを真似した

り、ごっご遊びをするこ

とで、自分の感動を自分

のことばで表現するこ

との楽しみを感じるよ

うになります。 

・文字で表された場面や情

景をイメージするように

なります。 

・課題解決のための読書活

動を通して読解力や発表

力が育まれていきます。 

・中学生の時期・高校生の時期の多様な読書活動を通

して、理性と感性が磨かれるとともに、社会生活で必

要となる相手の言葉を理解し、自分の気持ちを的確

に伝える語彙力を育むことができるようになりま

す。 

・多角的な視野で世界を認識する力が育まれていきま

す。 

・知覚した情報の意味を吟味したり、文章の構造や内

容を的確に捉えたりしながら読み解くことができる

ようになります。 

（参考）上記は「第４次大阪府子ども読書活動推進計画」（大阪府教育委員会 令和３年（2021 年）３月）中

の「発達段階ごとの特徴と取組の柱」を再構成 
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６．本市における子ども読書活動の現状と課題 

（１）本市における子どもの読書活動の現状とアンケート結果から読み取れる課題 

  ①読書アンケートの実施状況 

    本市における子どもの読書状況の把握と第４次枚方市子ども読書活動推進計画策定の参考

とするため、令和３年(2021 年)６月 10 日から７月 15 日まで、市内の小・中・高等学校の児

童・生徒とその保護者、また保育所・幼稚園に通園する園児の保護者を対象に「読書アンケー

ト」を実施しました。その概要は以下のとおりです。 

   ａ．期間：令和３年６月 10 日（木）から７月 15 日（木） 

   ｂ．アンケート手法： 

     基本的に児童・生徒・保護者とも、スマホ・タブレット端末を活用した調査。 

ただし、高校 1校は、生徒・保護者ともアンケート用紙（紙）を活用した調査。 

   ｃ．アンケート対象（全対象） 

子ども 

(計 11,395 人) 

小学生 
２年生 各中学校区に１校、各学年全クラスを対象 

（計 19 校 ２年生 48 クラス 1,380 人 

５年生 45 クラス 1,490 人［(R３．5現在)］） ５年生 

中学生 ２年生 
市立中学校全校の２年生全クラスを対象 

（計 19 校 93 クラス［3,393 人(R３．５現在)］） 

高校生 ２年生 
府立高校５校の２年生全クラスを対象 

（計５校 34 クラス［1,330 人（R３．６現在）］） 

保護者 

(計 11,807 人) 

保育所 
５歳児の 

保護者 

全市立保育所（小規模保育施設を除く）の全保護者を対象（計

10 保育所[238 人(R３．４現在)]） 

幼稚園 
５歳児の 

保護者 

全市立幼稚園の全保護者を対象 

（計６園［174 人(R３．５現在)］） 

小学校 

２年生の 

保護者 
各中学校区に１校、各学年全クラスの保護者を対象 

（計 19 校 ２年生 48 クラス 1,380 人 

５年生 45 クラス 1,490 人［(R３.５現在)］） 
５年生の 

保護者 

中学校 
２年生の 

保護者 

市立中学校全校の２年生全クラスの保護者を対象 

（計 19 校 93 クラス［3,393 人(R３.５現在)］） 

高校生 
２年生の 

保護者 

府立高校５校の２年生全クラスの保護者を対象 

（計５校 34 クラス［1,330 人（R３.６現在）］） 

  

   ｄ．アンケート回収率 

 児童・生徒 保護者 

対象人数 回答者数 回収率 対象人数 回答者数 回収率 

保育所・幼稚園

５歳児 
- - - 412 人 124 人 30.0％ 

小学２年生 1,380 人 740 人 53.6％ 1,380 人 418 人 30.3％ 

小学５年生 1.490 人 755 人 50.7％ 1.490 人 424 人 28.5％ 

中学２年生 3,393 人 1,193 人 35.2％ 3,393 人 574 人 16.9％ 

高校２年生 1,330 人 752 人 56.5％ 1,330 人 197 人 14.8％ 

合計 7,593 人 3,440 人 45.3％ 8,005 人 1,737 人 21.7％ 
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②本市における子ども読書活動の主な傾向と課題（アンケート結果から） 

 

主な傾向 課題 

子
ど
も
へ
の
質
問
か
ら 

 年齢が高くなるほど、本好きが減少し一定期間に読む本の量も

減少する 

各年齢の不読率を減少

させるとともに、ヤング

アダルト層の読書習慣・

読書量を維持・向上させ

る 

 年齢が高くなるほど、地域の図書館を利用しない子どもが増加

する 

 地域の図書館を頻繁に利用している子どもは学校図書館も頻

繁に利用する 

 地域の図書館を頻繁に利用している子どもほど、一定期間に読

む本の量が多い 

ヤングアダルト層を含

む子どもの図書館利用

（地域・学校）を増加さ

せる 

 年齢が高くなるほど、「紙の本を読む」子どもが減少し、「電

子書籍を読む」子どもが増加するが、高校生でも「電子書籍

を読む」は約 17％にとどまっている 

 紙の本をよく読む子どものほうが、電子書籍をよく読む子ども

よりも本を読む量が多い 

紙の本、電子書籍ともに

利用促進に取り組む。 

電子書籍は、コロナ禍以

降の新しい生活様式に

合わせた三密の回避が

可能な読書ツールとし

ても周知する。 

保
護
者
へ
の
質
問
か
ら 

 保護者が日常活字を読まない場合、活字を読む他の保護者と比

較して、子どもも本を読まない比率が高い 

 保護者が本好きであるほど、子どもも本好きである比率が高い 

 保護者が一定期間内に多く本を読んでいるほど、子どもも読む

本の量が多い 

 保護者の図書館利用が多いほど、子どもの図書館・学校図書館

利用も多い 

読書習慣があり、本好き

で、多く本を読む保護者

や大人を増加させる。 

 子どもの現在の年令に関わりなく、読み聞かせについて、保護

者は約 40～50％が「よくしていた（いる）」、約 40～50％が「と

きどきしていた（いる）」と回答している 

 子どもの現在の年令に関わりなく、子どもが幼児期（３～６歳）

までは半数以上の保護者が読み聞かせを実施しているが、その

後減少し、小学校高学年以降はほぼ実施していない 

 読み聞かせの頻度が高いほど、子どもが一定期間内に本を読む

量が多い 

 保護者に小学校低学年または高学年まで読み聞かせをしても

らっている（いた）子どもは、一定期間内に本を読む量が多い 

 子どもが自分で絵本を読んでいる（いた）頻度が高いほど、一

定期間内に本を読む量が多い 

読み聞かせの効用の周

知を図り、読み聞かせを

行う保護者や大人を増

加させる。 

子どもが自分で絵本を

読む習慣が身に付けら

れるよう、保護者に対す

る啓発を行う。 
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③こんな図書館ならもっと利用したいと思う図書館はどんな図書館か（自由記述から） 

   (1)児童・生徒の回答 

 もっと利用したいと思う図書館 回答数 

a. 

新しくきれいな本や、様々な種類の本が豊富に揃っている 975 

・本がいっぱいある図書館 ・たくさんの種類の本がある図書館 ・本が綺麗 

・新刊がたくさんある図書館や、話題になった本が読みたいって思った時に読める図書館 

・面白い本がたくさんある図書館 など 

 特に「漫画がたくさん置いてある図書館」など漫画をもっと置いてほしいという意見が

305 と多かった。 

b. 

ゆったり落ち着いた空間。明るく清潔感があり、きれいな図書館 405 

・きれいな図書館 ・ゆっくり本を探せるところ ・綺麗で通いやすい図書館 

  ・ゆっくり本を読んでいれる図書館 ・ゆったりとリラックスできる場所がある図書館 

  ・落ち着く椅子やハンモックがある ・落ち着いた雰囲気の図書館 ・明るい雰囲気 

  ・絨毯の上に座って読める場所があったらいい 

・種類が豊富でみんながのんびりできる図書館 など 

c. 

利便性が高い 292 

(1)アクセスがよい 

・家の近くで、本がかりれたらうれしい 

 ・大きい図書館が近くにほしい など 

(2)開館時間が長い 

 ・朝早くから開いていて、夜遅くまで開いている図書館 

・放課後の開館を増やしてほしい 

(3)本の検索のしやすさ 

 ・読みたい本がすぐに見つかる 

 ・読みたい本を探すのが大変だから、もっと分かりやすくなったら図書館を使いたいと

思う 

(4)インターネット環境について 

 ・WiFi 使用可能 ・インターネット環境が整っている 

 ・パソコンとかも使える図書館 

d. 

自習室や個室がある。気軽に話してもいいスペースがある。 136 

・勉強ができて静かな図書館 ・自習スペースがある図書館 

・周りの声などを気にせずに個人で本を読めるスペースがある図書館 

・喋ってもいい場所がある図書館 ・会話ができる図書館 

・友達や家族と一緒に読んでいても、特に他の人が気にならないスペース など 

e. 

カフェなどが併設されている。飲食可能な図書館 68 

・パソコンなどが自由に使えて カフェスペースがある 

・無料ドリンクバー付きの図書館 ・ドリンクバーの付いている図書館 

 ・図書館の隣にカフェがあれば利用したい など 

f. 

イベント・行事が開催されている 62 

・本をたくさん読んだら何か景品がもらえる図書館 

・読み聞かせがある図書館 ・ナゾときができる図書館 

・友達や班みんなと 1 ヶ月に 1回好きな本について交流したい 

・本を借りるとポイントが付くような図書館 

・本に QR コード等があって、読み込んだら「見れる・投稿できる」のような、本を読ん

だ人の感想や口コミを投稿できたりするようなサービスがあると面白いと思う など 
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 もっと利用したいと思う図書館（続き） 回答数 

g. 

司書や図書館スタッフのおすすめや、特集コーナーがある、気軽に相談できる

雰囲気 
58 

・おすすめの本を紹介してくれる図書館 ・自分にあった本の紹介をしてくれる図書館 

・図書館の人がやさしい ・親切に対応してくれる図書館 

・種類が多くておすすめの本などがたくさん置いてある図書館 

・図書館の人に質問しやすい ・リクエストに積極的に応えてくれる図書館 など 

h. 
子どもが使いやすい図書館 20 

・子どもが騒いでもいい部屋がある図書館 ・おもちゃが置いてある図書館 

・子ども専用の図書館がいい ・楽しい図書館 など 

i. 

電子書籍が貸出できる 13 

・自分のタブレットで本の QR コードを使って本を読みたい 

・電子書籍も取り入れた図書館 ・電子書籍を読むところが欲しい 

・iPadで貸し借りが出来る電子書籍がある図書館 など 

 

   (2)保護者の回答 

 もっと利用したいと思う図書館 回答数 

a. 

新しくきれいな本や、様々な種類の本が豊富に揃っている 288 

・新刊が多い ・本の種類が多い図書館 ・絵本も専門書も豊富に揃っている 

・蔵書数が多い ・新刊がすぐに読める図書館 ・本がボロボロになっていない 

・本のジャンルが豊富かつシリーズ物は全て置いてある図書館 など 

b. 

利便性が高い 232 

 (1)アクセスがよい 

・家から近くて行きやすい場所にある ・駅の近くにあるといい  

・交通の便が良く、駐車場が広い など 

 (2)開館時間が長い 

  ・遅くまで開いていて、休館日が少ない図書館 

 (3)館内レイアウトについて 

  ・借りたい本が見つけやすい ・読みたいと思う本が見つけやすい(検索しやすい) 

 (4)返却しやすい 

  ・返却ポストがもっと色んな場所に設置されていたら、利用しやすい 

c. 

ゆったり落ち着いた空間。明るく清潔感があり、きれいな図書館 226 

・清潔感のある図書館 ・明るく広々とした屋外でも本を読める図書館 

・本を読むスペースの充実 ・座り心地の良いソファ席がゆったりと置いてある 

・落ち着いて読める椅子や芝生広場や森の中みたいな装飾の図書館 など 

d. 

カフェなどが併設されている。飲食可能な図書館 122 

・カフェ併設 ・喫茶店の機能も兼ね備えた図書館 ・飲食自由な図書館 

・カフェ併設で図書館の本が読めたり、そこで自習できたりする図書館  

・フードコートが隣接された図書館なら、昼をまたいで利用したい など 

e. 

子どもが利用しやすい図書館 77 

・親子スペースがあるといいと思う。図書館は静かで子ども連れだととても気を遣う。子供

と楽しく本が読めたらいいなと思う。 

・子どもにわかりやすく本の紹介がされている図書館 

・机や椅子が沢山あって、自分の子どもに読み聞かせが出来るスペースがある図書館 な

ど 
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 もっと利用したいと思う図書館（続き） 回答数 

f. 

自習室や個室がある 65 

・勉強スペースがある 小声ならしゃべっても大丈夫な自習室 

・大人向けには静かなスペース、小さい子どもには楽しく本を読めるスペースがある 

・個室があって、一人でゆっくり読める環境がある図書館 など 

g. 

司書や図書館スタッフのおすすめや、特集コーナーがある 56 

・低学年向けの本のコーナーや高学年向けのコーナーなど図書館側からのおすすめの本、

読んで欲しい本などのコーナーがあると興味が湧きやすく親としてもこんな本を読ませ

たらいいんだという情報にもなる。 

・読みたい本を伝えたらアドバイスをしてもらえる図書館 

・年齢別におすすめの本がわかると良いと思う ・電子図書の充実 など 

h. 

イベント・行事が開催されている 22 

・子供が喜ぶイベント(館内絵探し、スタンプカード、おすすめ紹介カード)等本を読めば景

品が貰えたり、カードが貰えたり。本以外でも楽しめるイベントがあれば、もっと図書館

に行きたい。 

・ビデオの上映会がある 

・学校や学年に応じたワークに繋がるイベントを盛り込んだ図書館になると本離れしてい

る子ども達に興味が湧くのでは？ など 

i. 

電子書籍が貸出できる 17 

・紙の本も好きだが、学校タブレットで自由に見れる絵本があると、毎日の寝る前の読み聞

かせの幅が広がるので嬉しい。 

・電子書籍の貸し出しがあれば、予約の集中してる本を待たなくてもいいかなと思う 

・衛生面も気になるので、デジタル化された図書館に興味がある。タブレットで読めると興

味の幅も広がってくれると思う。 

個々の主なアンケート結果については､別冊「参考資料」をご覧ください（別冊「参考資料」P14

【注 15】）。 

 

（２）配慮すべき社会状況を踏まえた課題 

  ①コロナ禍以降の新しい生活様式への対応 

    コロナ禍以降の新しい生活様式においては、いわゆる「三密（密集・密接・密閉）」の回避

が基本的に求められます。 

    本市においては、三密を回避しながら読書を可能にする、電子書籍（ひらかた電子図書館）

を令和３年（2021 年）７月から導入しました。今後は子ども向けの電子書籍の充実を図るこ

とにより、コロナ禍以降の新しい生活様式に対応した、図書館サービスを推進する必要があ

ります（別冊「参考資料」P20～21【注 16-1】【注 16-2】）。 

 

  ②読書バリアフリー法などを踏まえた多様な読書のバリアフリーの取り組みの推進 

    本市では、従来、全国に先駆け、公共図書館における障害者サービスの充実に取り組んでき

ましたが、令和元年（2019 年）６月に読書バリアフリー法が施行されたことを踏まえ、さら

なる子ども向けの多様な読書のバリアフリーの取り組みを推進する必要があります。 
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  ③ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みの推進 

    ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標／Sustainable Development Goals）は、2015 年 9 月の国連

サミットで採択された 2030 年までの国際目標です。この目標は、持続可能で多様性と包摂性

のある社会を実現するための 17 のゴールから構成されています。ここでは、地球上の誰一人

として取り残さないことを誓っています。 

    本市でも、子ども読書活動を通じた、ＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを推進する必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子ども読書活動に関連の深いゴール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考／１７のゴール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 質の高い教育をみんなに 

16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

（上記ロゴは、国際連合広報センターWEB サイトより転載） 
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７．本市におけるこれからの子ども読書活動推進の基本的な考え方 

（１）基本目標 

   ここまで、不読率をゼロに近づけることを目標に進めてきた第３次計画の成果と課題や、「子

ども読書活動の推進に取り組む図書館」を運営方針の一つとして、施策の４つの方向性を定めた

第４次グランドビジョンなどのこれまでの取り組みについて説明してきました。また、さらなる

ＡＩの進化やグローバル化の進展が予想されるこれからの社会を、子どもたちが生き抜いて行

くためには、これまでのように学力を身に付けるだけでは不十分で、「生きる力」の育成こそが

求められている中で、読書は子どもの学力だけでなく、「生きる力」の育成にも貢献するという

研究成果や、年齢が上がるとともに読書離れが進む本市の子どもの読書活動をめぐる現状、また、

コロナ禍以降の新しい生活様式への対応や読書のバリアフリーの取り組みの推進も必要である

ことなどを明らかにしてきました。 

   以上を踏まえ、本市における子ども読書活動を、今後も効果的・効率的に推進していくため、

国や大阪府が示す発達段階や、家庭・地域・学校という子どもの生活の場に応じた取組の方向性

を基礎としながら、次のとおり基本目標を定めます。 

 

 

 

 

 

（２）基本方針 

   基本目標を踏まえ、子どもの生活の場である家庭、地域、学校と、それらの場すべてに関わる

図書館、それぞれの場における取り組みについて、以下のとおり基本方針を定めて、子どもの各

発達段階に応じた読書活動を推進します。 

 

［基本方針１］家庭における子ども読書活動の推進 

   家庭は、子どもにとって生活の基本の場であり、読書に親しむ初めての場になります。保護

者が子どもの成長に合わせて読み聞かせしたり、本を通してふれあいを持てるよう、プレママ・

プレパパを含む乳幼児期からの家庭での読書活動の推進に取り組みます。 

 

 ［基本方針２］地域における子ども読書活動の推進 

   地域は、子どもにとって日常生活を過ごす身近な場所です。地域の様々な場において、子ど

もが本に親しむことができるような環境づくりが、家庭での読書にもつながります。子どもの

発達段階に応じて、行政全体が連携して子どもの読書活動の推進に取り組むとともに、子ども

と本をつなぐ読書活動推進ボランティアとの協働を進めます。 

 

 ［基本方針３］学校における子ども読書活動の推進 

   学校は、子どもにとって自発的な読書習慣の確立、言語能力や読解力の向上を培うための大

切な場です。学校において計画的な読書活動の実施および授業における学校図書館の活用の取

組を進め、地域および図書館等と連携して、子どもの読書活動推進に取り組みます。 

基本目標 

 読書が子どもの「生きる力」の育成に効果的であることを踏まえ、すべての子どもが読書

習慣を身に着け、より多くの本を自発的かつ継続的に読むようになるよう、家庭・学校・地

域が連携・協働して、発達段階に応じた子ども読書活動の環境づくりに取り組みます 
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 ［基本方針４］図書館における子ども読書活動の推進 

   図書館は、子どもが読書を楽しみ、多種多様な資料を通して知的好奇心を喚起させる場です。

発達段階に応じた資料を備えるとともに、家庭に向けての啓発、地域および学校と連携をしな

がら、子どもの読書活動の推進に取り組みます。 

 

（３）成果指標 

これまで見てきたように、読書習慣があり、たくさん本を読む子どもは、学力が高いと同

時に、「生きる力」も身に付けていることがわかっています。これからの社会を生き抜いて行

く、「生きる力」のある子どもを育成するためには読書が効果的であり、読書習慣があり、し

かもたくさん本を読む子どもをより多く育成していくことが必要です。 

このように、日常的に読書する子どもの育成は、子どもの「生きる力」の育成につながる

重要な課題ですが、これは家庭・学校・地域における個々の取り組みで達成されるものでは

なく、それぞれが緊密に連携しながら、子ども読書に係る取り組みを総合的に推進すること

で実現されます。 

したがって、成果指標については、以下の「８．子ども読書活動推進の具体的な取組み」

に示す個別の取り組みを通じて、子ども読書活動を総合的に推進することで得られる以下の

成果項目を対象に指標とします。 

 
成果項目 

めざす成果（指標） 

小学生 中学生 

１ 
１日のうち、全く読書をしな

い子どもを減少させる 

24.0％（注 17） 

（小学６年生） 

37.4％（注 17） 

（中学３年生） 

２ 
１週間に１冊以上本を読む子

どもを増加させる 
80％以上（小学５年生） 50％以上（中学２年生） 

  （注 17）これまでの全国学力・学習状況調査において、本市では「１日のうち、全く読書をしない子ども」の比率が

小学生・中学生とも全国平均値を上回る状況がずっと続いています。全国平均値を下回る数値まで下げるた

めには、相当な努力が必要です。したがって、めざすべき成果として、令和３年度調査の全国平均の比率を目

指す成果（指標）とします。 
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（めざす成果の根拠） 

（１）１日あたりの読書時間 

       （小学生）                    （中学生） 

 
（注）折れ線グラフは 30 分以上読書する割合（上が全国で、下が枚方市） 

（平成 31 年度［令和元年度］全国学力・学習状況調査 ―児童・生徒質問紙調査より― 枚方市教

育委員会） 

 

（参考）近年の「１日のうち、全く読書をしない子どもの比率」の推移 

 小学校 中学校 

枚方市 全国平均 枚方市 全国平均 

令和３年度 29.2％ 24.0％ 45.9％ 37.4％ 

令和元年度 19.9％ 18.7％ 40.9％ 34.8％ 

平成 30 年度 23.8％ 18.7％ 38.3％ 32.9％ 

平成 28 年度 24.6％ 20.6％ 42.0％ 37.2％ 

（平成 28 年度～令和３年度 全国学力・学習状況調査 ―児童・生徒質問紙調査より― 枚方市教育

委員会） 

１日のうち、全く読書をしない子どもの比率 

（めざす成果の根拠） 

（２）一定期間内の読書量 

 
（平成 28 年度及び令和３年度読書アンケート［枚方市立図書館］より） 

7.4%

17.0%

21.4%

32.2%

23.2%

30.2%

47.1%

44.0%

39.2%

30.3%

20.7%

15.6%

19.7%

13.7%

6.4%

3.0%

10.5%

8.8%

4.4%

5.2%

H28 中２

R3 中２

H28 小５

R3 小５

１日に１冊以上 １週間に１冊以上 １か月に１冊以上 １年に１冊以上 読まない

30.6％ 

47.2％ 

68.5％ 

76.2％ 

後
日
、
最
新
デ
ー
タ
に
差
し
替
え
ま
す 
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（４）子ども読書活動推進体制の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 
地 域 

図書館 

＊家庭は、子どもにとって生活の基本の場で

あり、読書に親しむ初めての場 

＊保護者が子どもの成長に合わせて読み聞か

せしたり、本を通してふれあいを持てるよ

う、プレママ・プレパパを含む乳幼児期か

らの家庭での読書活動の推進 

家 庭 

子ども読書活動推

進体制のコーディ

ネートを行う 

学校・地域・図書館が

連携・協働して、子ど

もの読書への関心を

高めるとともに、保護

者への啓発を通して

家庭での乳幼児期か

らの読書活動を推進

する。 

＊地域は、子どもにとって日常生活を過ごす

身近な場所 

＊子どもの発達段階に応じて、行政全体が連

携して子どもの読書活動を推進 

＊子どもと本をつなぐ読書活動推進ボランテ

ィアとの協働を推進 

＊図書館は、子どもが読書を楽しみ、

発達段階に応じた多種多様な資料を

通して知的好奇心を喚起させる場 

＊家庭に向けての啓発、地域および学

校と連携をしながら、子どもの読書

活動を推進 

＊学校は、子どもにとって自発的な読

書習慣の確立、言語能力や読解力の

向上を培うための大切な場 

＊計画的な読書活動の実施および授業

における学校図書館の活用の取組を

進め、地域および図書館等と連携し

て、子どもの読書活動を推進 
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（５）子どもの読書活動推進のための取り組み（計画の体系図） 

 

 

 

 

 

なお、読書のバリアフリーの取り組みの推進については、中央図書館が中心となり、体系横断的に

推進します。 

 

 

家庭での読書活動推進

⑤発達段階に応じた図書資料の整備と蔵書管理
⑥機能の充実・円滑な運営
⑦学校司書の配置
⑧学校図書館の役割と活用に関する研修の実施

基本方針３

学校における
子ども読書活動
の推進

児童生徒の読書活動推進

基本方針

子育て支援団体による読書
活動推進

④乳幼児期の子どもと保護者対象のおはなし会等の
　実施

留守家庭児童会室による読
書活動推進

⑤学童期の子ども対象おはなし会等の実施

地域のボランティア等によ
る読書活動推進

基本方針２

地域における
子ども読書活動
の推進

①母子保健事業における読書活動の推進

保育所・認定こども園・
幼稚園等による読書活動推
進

具体的施策

①プレママ・プレパパ対象の絵本読み聞かせ講座等の
　開催
②乳幼児の保護者対象の絵本読み聞かせ講座等の開催
③読み聞かせ推奨パンフレットの作成・配布《新規》
④図書館利用の促進

基本方針１

家庭における
子ども読書活動
の推進

保健センターによる読書活
動推進

⑥枚方公園青少年センター「枚方よみかたりキャラ
　バン隊」によるイベントの実施
⑦読書活動推進ボランティア団体による地域での読書
　活動推進

学校図書館の充実

②枚方版ブックスタートの充実
③入所園児対象のおはなし会等の実施

①学校図書館を活用した授業の実施
②朝の読書活動の実施
③中学校でのビブリオバトルの実施
④児童生徒１人１台配付タブレットの活用《新規》
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職員の人材育成

子ども向け行事の充実

子どもの読書活動および
学習活動の発表の場づくり

おすすめ本の紹介

読書バリアフリーの推進

具体的施策

⑤ホームページ、SNS等を活用した情報提供
⑥児童生徒１人１台配付タブレットを活用した情報
　提供《新規》
⑦子ども読書活動推進について好事例の発信・共有化
　《新規》

保護者等への普及啓発

㊱子どもと本を結ぶ技術・知識の習得と向上に関する
　研修の実施
㊲子どもの発達段階と読書に関する研修の実施

㉙団体貸出の充実
㉚学校司書の育成および支援
㉛学校図書館システムの技術的支援
㉜学校との連携事業（おはなし会等の実施）
㉝英語多読資料の利用促進《新規》
㉞私立小中学校との連携
㉟私立高等学校との連携

㉒地域の子どもに関わる施設・団体への団体貸出の
　充実
㉓地域と子どもに関わる施設・団体と連携したおは
　なし会等の実施

学校図書館との連携

地域との連携

市民との協働

基本方針４

図書館における
子ども読書活動
の推進

環境整備

広報の推進

基本方針

㉔子どもに本を届ける事業
㉕読書活動推進ボランティアの養成講座の実施
㉖読書活動推進ボランティア交流会および
　スキルアップ講座の実施
㉗読書活動推進ボランティアと連携した図書館での
　おはなし会の実施
㉘読書活動推進ボランティアへの団体貸出の実施

①発達段階に応じた図書資料の整備と蔵書管理
②子どもの読書コーナーの充実
③電子図書館資料の充実と利用促進《新規》
④電子申請による利用者登録の実施《新規》

⑫子ども司書講座等、子どもの主体性を重視した
　体験型の催しの充実
⑬学校と連携した催しの実施

⑭おすすめ本リストやブックリストの発行

⑮多様な形態、多様な言語の図書資料の整備
⑯啓発事業の実施
⑰手話で楽しむおはなし会・多言語で楽しむおはなし
　会の実施
⑱病院への配本事業
⑲電子図書館の利用促進《新規》

⑳保護者等対象の講座の実施
㉑保護者等対象の啓発パンフレットの作成《新規》

⑧年齢に応じたおはなし会の実施
⑨読書への導入になるような行事の実施
⑩SDGｓ関連の行事等の実施《新規》
⑪子ども読書活動推進関連イベントの普及
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８．子ども読書活動推進の具体的な取り組み 

（１）具体的な取り組み 

  基本方針１ 家庭における子ども読書活動の推進 

 
 

  基本方針２ 地域における子ども読書活動の推進 

 

【家庭での読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

1-①

プレママ・プレパパ対
象の絵本読み聞かせ講
座の開催

プレママ・プレパパを対象に、絵本を通
じて親子が触れ合うことの大切さを伝え
るとともに、おすすめの絵本等を紹介し
て、家庭で本に親しむきっかけづくりに
取り組みます。

中央図書館 ●

1-②
乳幼児の保護者対象の
絵本読み聞かせ講座等
の開催

乳幼児と保護者を対象に、絵本の読み聞
かせ講座等を開き、家庭で読書を楽しむ
習慣をつくるきっかけづくりに取り組み
ます。

中央図書館 ● ●

1-③
《新規》
読み聞かせ推奨パンフ
レットの作成・配布

乳幼児向けの絵本を紹介した冊子「あか
ちゃんといっしょにはじめてのえほん」
を関係機関に配布するとともに、新たに
読み聞かせを推奨するパンフレットを作
成して、啓発普及を図ります。

中央図書館 ●

1-④ 図書館利用の促進

家族で図書館や地域のおはなし会等に出
かけて、読書を楽しむ習慣づくりを呼び
かけます。また、家読（うちどく）の周
知を図ります。

中央図書館 ● ● ●

対象
担当課取り組みの方向具体的施策番号

【保健センターによる読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-①
母子保健事業における
読書活動の推進

母子保健事業の機会に、乳幼児おすすめ
絵本リーフレット等を配布し、子どもに
絵本の楽しさを伝えるとともに読書に対
する保護者の関心を高めることに取り組
みます。

地域健康福祉
室 母子保健
担当(保健セ
ンター）

● ●

【保育所・認定こども園・幼稚園等による読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-②
枚方版ブックスタート
の充実

1歳の誕生月の子どもを対象に保育所
（園）で読み聞かせを行い、絵本を1冊プ
レゼントする「枚方版ブックスタート」
を通して、子どもに絵本の楽しさを伝え
るとともに読書に対する保護者の関心を
高め、参加比率の向上を図ります。
また、「枚方版ブックスタート」につい
て、新たに図書館での乳幼児向けのおは
なし会や「ふれあいルーム」でのアナウ
ンス及びチラシの設置等により、周知を
図ります。

私立保育幼稚
園課／中央図
書館

● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象



27 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-③
入所園児対象のおはな
し会等の実施

子どもと本をつなぐために、保育所・認
定こども園・幼稚園等でのおはなし会を
実施するとともに、図書館の団体貸出制
度を活用して子どもが本にふれる機会を
つくります。

私立保育幼稚
園課

● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

【子育て支援団体による読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-④
乳幼児期の子どもと保
護者対象のおはなし会
等の実施

図書館集会室等で本とふれあいながら親
子の交流を図る「ふれあいルーム」を通
して、子どもに絵本の楽しさを伝えると
ともに読書について保護者の関心を高め
ます。

私立保育幼稚
園課

● ●

【留守家庭児童会室による読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-⑤
学童期の子ども対象お
はなし会等の実施

子どもと本をつなぐために、留守家庭児
童会室でのおはなし会を実施するととも
に、図書館の団体貸出制度を活用して子
どもが本にふれる機会をつくります。

教育支援室
放課後子ども
担当

●

【地域のボランティア等による読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

2-⑥

枚方公園青少年セン
ター「枚方よみかたり
キャラバン隊」による
イベントの実施

子どもと本をつなぐために、「枚方よみ
かたりキャラバン隊」等によるよみかた
りイベントを実施します。

子ども青少年
政策課

● ● ● ●

2-⑦
読書活動推進ボラン
ティア団体による地域
での読書活動推進

おはなし会などに必要な図書館資料の団
体貸出を行い、読書活動推進ボランティ
ア団体による地域での自主的な活動を支
援します。

中央図書館 ● ● ● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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 基本方針３ 学校における子ども読書活動の推進 

 
 

 

 

 

 

 

【児童生徒の読書活動推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

3-①
学校図書館を活用した
授業の実施

児童生徒が思考力、判断力、表現力を育
成するため、学校図書館を活用した授業
の取り組みを進めます。

学校教育室
教育指導担当

● ●

3-② 朝の読書活動の実施
児童生徒の読書時間を確保するため、朝
の読書活動の取り組みを進めます。

学校教育室
教育指導担当

● ●

3-③
中学校でのビブリオバ
トルの実施

読書に親しみ、表現力やコミュニケー
ション力を養うため、中学校において
「ビブリオバトル」の取り組みを進めま
す。

学校教育室
教育指導担当
／中央図書館

●

3-④
《新規》
児童生徒１人１台配付
タブレットの活用

児童生徒の読書活動および学習活動にお
いて、１人１台配付しているタブレット
の有効活用を図ります。

学校教育室
教育研修担当
／教育指導担
当

● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

【学校図書館の充実】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

3-⑤
発達段階に応じた図書
資料の整備と蔵書管理

発達段階に応じた児童書や子どもの読書
に関する図書資料を系統的に整備、蔵書
管理を行います。

新しい学校推
進室/中央図
書館/学校教
育室　教育指
導担当

● ●

3-⑥
機能の充実・円滑な運
営

学校図書館の「読書センター機能」およ
び「学習・情報センター機能」の向上お
よび充実を図ります。また、学校図書館
システムを活用して円滑な運営に努めま
す。

学校教育室
教育指導担当
／中央図書館

● ●

3-⑦ 学校司書の配置
令和３・４年度の効果検証を行い、学校
図書館の有効活用に向けた効果的な学校
司書配置に努めます。

学校教育室
教育指導担当
／中央図書館

● ●

3-⑧
学校図書館の役割と活
用に関する研修の実施

司書教諭、学校司書に対して、学校図書
館のあり方や学校図書館の機能充実、学
校図書館を活用した授業実践について研
修を実施します。

学校教育室
教育研修担当
／教育指導担
当／中央図書
館

● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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  基本方針４ 図書館における子ども読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

【環境整備】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-①
年齢に応じた図書資料
の整備と蔵書管理

年齢に応じた児童書や子どもの読書に関
する図書資料を系統的に整備、蔵書管理
を行います。

中央図書館 ● ● ● ●

4-②
子どもの読書コーナー
の充実

親子が一緒に気兼ねなく読書を楽しめる
空間を提供するとともに、年齢に応じて
子どもの興味や関心を引く書架の表示や
図書展示の工夫を行います。また、読書
相談、レファレンスを実施します。

中央図書館 ● ● ● ● ●

4-③
《新規》
電子図書館資料の充実
と利用促進

令和３年度より導入されたひらかた電子
図書館の児童書や調べ学習などの資料を
充実させ、電子図書館の利用促進を図り
ます。

中央図書館 ● ● ● ●

4-④
《新規》
電子申請による利用者
登録の実施

利用登録について、インターネット上で
登録を完結できるシステムを導入しま
す。

中央図書館 ● ● ● ●

【広報の推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑤
ホームページ、SNS等を
活用した情報提供

図書館ホームページ等で、おすすめ本や
各種催しを掲載し、図書館利用の促進を
図ります。

中央図書館 ● ● ● ● ●

4-⑥
《新規》
児童生徒１人１台配付
タブレットの活用

市内の児童生徒へ配付しているタブレッ
トに、図書館発行のブックリストや図書
館だよりなどを配信するよう学校との連
携を図るとともに、児童生徒の読書への
関心を高め、図書館利用の促進を図りま
す。

中央図書館 ● ●

4-⑦

《新規》
子ども読書活動推進に
ついて好事例の発信・
共有化

子ども読書活動推進の取組みについて好
事例をホームページ等で発信して共有化
を図り、相乗効果を高めます。

中央図書館 ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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【子ども向け行事の充実】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑧
年齢に応じたおはなし
会の実施

対象年齢に応じた読み聞かせや手遊びな
どを取り入れたおはなし会を定期的に実
施し、子どもに読書の楽しさを伝えると
ともに、周囲の大人の関心を高めるよう
取り組みます。

中央図書館 ● ●

4-⑨
読書への導入になるよ
うな行事の実施

季節の催しや「こどもの読書週間」にあ
わせた行事、各種イベントを開催し、子
どもに読書の楽しさを伝えるとともに、
子どもの読書に対する周囲の大人の関心
を高めるよう取り組みます。

中央図書館 ● ● ● ●

4-⑩
《新規》
SDGｓ関連の行事等の実
施

SDGｓの達成に向けて、特集コーナーの設
置や行事、図書リストの作成等、普及お
よび啓発に取り組みます。

中央図書館 ● ● ● ● ●

4-⑪
子ども読書活動推進関
連イベントの普及

「子ども読書の日」（注18）やOSAKA PAGE
ONEプロジェクト（注19）等の周知を図り
ます。

中央図書館 ● ● ● ● ●

（注18）子ども読書の日：2001年に子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に

　　　　読書活動を行う意欲を高めるため、４月23日は「子ども読書の日」と定められた。

　　　　（「国立国会図書館　国際子ども図書館」HPより）

（注19）OSAKA PAGE ONEプロジェクト：平成28年度、大阪府教育委員会は、OSAKA PAGE ONEプロジェクトとして、

　　　　子どもたちの読書率の向上をめざし、月に１回読書を楽しむ日を「PAGE ONEの日」と定めた。

【子どもの読書活動および学習活動の発表の場づくり】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑫
子ども司書講座等、子
どもの主体性を重視し
た体験型の催しの充実

子どもが主体的に参加して、図書館や読
書に親しむ体験ができるよう、各種ワー
クショップ的な催しの充実を図ります。

中央図書館 ● ●

4-⑬
学校と連携した催しの
実施

小中学校と連携して、朗読大会、中学生
の調べ学習コンクール（注20）、中学生の
ビブリオバトル（注21）等の催しを開催し
ます。

中央図書館 ● ●

（注20）調べ学習コンクール：知的好奇心、情報リテラシー、読解力、思考力、言語力が磨かれる学びである

　　　　調べ学習のコンクール。地域の図書館や教育委員会が主催するものと、

　　　　図書館振興財団が主催する「図書館を使った調べる学習コンクール」がある。

（注21）ビブリオバトル：京都大学から広まった、本の紹介コミュニケーションゲームのこと。

　　　　知的書評合戦ともいう。「人を通して本を知る、本を通して人を知る」をキャッチコピーに

　　　　日本全国に広がっている。（「知的書評合戦ビブリオバトル公式サイト」より）

【おすすめ本の紹介】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑭
おすすめ本リストや
ブックリストの発行

対象年齢別（小中高生・子どもの本に関
わる大人等）におすすめ本リストや、お
はなし会などの活動の充実に向けたブッ
クリストなどを発行し、読書への関心を
高めるよう取り組みます。

中央図書館 ● ● ● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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【読書バリアフリーの推進】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑮
多様な形態、多様な言
語の図書資料の整備

多言語の絵本や図書資料、また点字資料
やデイジー、大活字本など、多様な形
態、多様な言語の図書資料を収集し、整
備を図ります。

中央図書館 ● ● ● ●

4-⑯ 啓発事業の実施
「世界のバリアフリー児童図書展」や
「バリアフリー資料展」の開催など、読
書のバリアフリーの周知に努めます。

中央図書館 ● ● ● ●

4-⑰
手話で楽しむおはなし
会・多言語で楽しむお
はなし会の実施

手話での絵本の読み聞かせや、多言語で
楽しむおはなし会を定期的に開催しま
す。

中央図書館 ● ● ● ●

4-⑱ 病院への配本事業
院内学級および病児保育施設に定期的に
配本を実施します。

中央図書館 ● ● ●

4-⑲
《新規》
電子図書館の利用促進

子ども向けの電子書籍を充実させるとと
もに、紙資料の利用が困難な子どもへの
利用促進を図ります。

中央図書館 ● ● ● ●

【保護者等への普及啓発】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-⑳
保護者等対象の講座の
実施

1-①、1-②を再掲 中央図書館 ● ●

4-㉑
《新規》
保護者等対象の啓発パ
ンフレットの作成

1-③を再掲 中央図書館 ●

【地域との連携】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-㉒
地域の子どもに関わる
施設・団体への団体貸
出の充実

保育所（園）、認定子ども園や幼稚園、
留守家庭児童会等への団体貸出の充実を
図ります。

中央図書館 ● ●

4-㉓
地域の子どもに関わる
施設・団体と連携した
おはなし会等の実施

留守家庭児童会等と連携しておはなし会
等を実施します。

中央図書館 ● ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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【市民との協働】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-㉔
子どもに本を届ける事
業

ふるさと寄附金や、市民から譲り受けた
寄贈図書のうち図書館資料として活用し
なかった図書の売却益を基金に積み立
て、絵本や児童書の購入に活用します。

中央図書館 ● ● ● ●

4-㉕
読書活動推進ボラン
ティアの養成講座の実
施

ボランティア養成のため、定期的に読み
聞かせやストーリーテリングなどの子ど
もの読書に関する講座を実施します。

中央図書館

4-㉖
読書活動推進ボラン
ティア交流会およびス
キルアップ講座の実施

ボランティア同士や図書館職員の情報交
換の場として交流会やスキルアップ講座
を定期的に開催し、活動充実への支援を
図ります。

中央図書館

4-㉗

読書活動推進ボラン
ティアと連携した図書
館でのおはなし会の実
施

図書館施設内において、ボランティアに
よるおはなし会を開催します。また、夏
休み期間には図書館主催で実施します。

中央図書館 ● ● ● ●

4-㉘
読書活動推進ボラン
ティアへの団体貸出の
実施

2-⑦を再掲 中央図書館 ● ● ● ●

【学校図書館への支援】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-㉙ 団体貸出の充実
学校図書館を支援するため、読書支援用
図書や調べ学習等に活用する資料の団体
貸出の充実を継続実施します。

中央図書館 ● ●

4-㉚
学校司書の育成および
支援

学校司書を支援して、学校司書の専門的
な技術・知識の習得および向上に努めま
す。また、連絡会を開催して情報交換お
よび共有化を図ります。

中央図書館

4-㉛
学校図書館システムの
技術的支援

学校図書館システムの管理を行うととも
に、教職員、学校司書に対して技術的支
援を行います。

中央図書館

4-㉜
学校との連携事業（お
はなし会等の実施）

小学校に対しては学校訪問おはなし会・
図書館見学の受入れを、中学校に対して
は職場体験の受入れを実施します。

中央図書館 ● ●

4-㉝
《新規》
英語多読資料の利用促
進

英語多読用図書を市内中学校へ定期的に
配本するなど、利用促進に取り組みま
す。

中央図書館 ● ●

4-㉞ 私立小中学校との連携
団体貸出制度の案内、ブックリストや行
事等のチラシを配布して、連携に努めま
す。

中央図書館 ● ●

4-㉟
公私立高等学校との連
携

団体貸出制度の案内、ブックリストや行
事等のチラシを配布して、連携に努めま
す。

中央図書館 ●

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象
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（２）計画の進捗管理 

    毎年度、ＰＤＣＡサイクルの手法により、継続的に取り組みの改善・見直しを行い、本計画

を効果的・効率的に推進していきます。また、計画の進捗管理を行い、その結果を枚方市社会

教育委員会議に報告するとともに、市ホームページ等で公表します。 

 

 

【職員の人材育成】

保護者 乳幼児 小学生 中学生 高校生

4-㊱
子どもと本を結ぶ技
術・知識の習得と向上
に関する研修の実施

「えほんのひろば」「読み聞かせ」「ス
トーリーテリング」（注22）「ブック
トーク」（注23）「ビブリオバトル」な
ど、読書を喚起するような行事について
図書館職員および関係課職員、教職員向
けに研修を実施します。

中央図書館

4-㊲
子どもの発達段階と読
書に関する研修の実施

子どもの発達段階に応じた児童書の選び
方や読書について、図書館職員および関
係課職員、教職員向けに研修を実施しま
す。

中央図書館

（注22）ストーリーテリング：物語を覚えて語ること。「おはなし」ともいう。聞き手は視覚情報に頼らず、

　　　　語り手の声を聞いておはなしの世界を想像する、耳から聞く言葉を通して物語を楽しむことは、

　　　　活字を読んで具体的にイメージする力を養うことにも結びつく。読書への導入手段としても用いられる。

（注23）ブックトーク：テーマに沿って本を紹介すること。本への興味を喚起する目的を持つ。

　　　　読書への導入手段として用いられる。

番号 具体的施策 取り組みの方向 担当課
対象


